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三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
旧
館
は
、義
塾
創
立
50
周
年
を
記
念
し

て
、１
９
１
２
︵
明
治
45
︶
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
様

式
の
優
美
な
姿
は
、曾
祢
達
蔵
と
中
條
精
一
郎
の
共
同
事
務
所
で
あ
る

曾
祢
中
條
建
築
事
務
所
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
す
。
曾
祢
は
、
明
治
維

新
後
に
政
府
が
招
い
た
お
雇
い
外
国
人
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
に

建
築
を
学
ん
だ
第
一
期
生
の
ひ
と
り
。
三
菱
の
社
員
と
な
り
、
コ
ン
ド

ル
に
協
力
し
て
現
在
の
丸
の
内
オ
フ
ィ
ス
街
の
元
と
な
る
建
物
群
を
設

計
し
ま
し
た
。
義
塾
の
建
築
を
手
が
け
た
の
は
、
三
菱
退
社
後
に
後
輩

の
中
條
と
事
務
所
を
構
え
て
か
ら
で
す
。

　

図
書
館
旧
館
は
同
事
務
所
の
代
表
的
な
建
築
の
一
つ
で
あ
り
、
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。外
壁
の
大
時
計
は
、右
手
の
八
角
塔
と

の
デ
ザ
イ
ン
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
、曾
祢
が
配
置
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。１
９
２
３
︵
大
正
12
︶
年
の
関
東
大
震
災
は
持
ち
こ
た
え

ま
し
た
が
、１
９
４
５
︵
昭
和
20
︶
年
の
空
襲
で
は
外
壁
を
残
し
て
内
部
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1
8
7
5
（
明
治
8
）
年
に
開
館
し
た

三
田
演
説
館
を
は
じ
め
、
義
塾
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
歴
史
的
価
値
の
高
い
建
築
が
多

数
あ
り
ま
す
。
関
東
大
震
災
、
第
二
次
世

界
大
戦
時
の
空
襲
に
耐
え
て
永
ら
え
て
い

る
建
築
も
あ
れ
ば
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
意
匠
と
機
能
を
持
つ
新
し
い
校
舎
も
あ

り
ま
す
。

　
数
あ
る
義
塾
の
建
築
の
中
か
ら
、
曾
禰

達
蔵
と
中
條
精
一
郎
の
曾
禰
中
條
建
築
事

務
所
、谷
口
吉
郎
と
谷
口
吉
生
の
親
子
、そ

し
て
槇
文
彦
の
設
計
に
よ
る
作
品
に
注
目

し
て
、
明
治
か
ら
現
在
ま
で
、
義
塾
の
歴

史
を
彩
る
建
築
群
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

が
焼
け
落
ち
る
、大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
︵
４
年
後
に
修
築
完
了
︶。

　

１
９
２
６
︵
大
正
15
︶
年
に
竣
工
し
た
塾
監
局
︵
法
人
本
部
棟
︶
も

同
事
務
所
の
設
計
で
す
。
隣
に
建
つ
図
書
館
旧
館
の
赤
レ
ン
ガ
に
比
べ

る
と
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
外
壁
は
地
味
な
印
象
で
す
が
、
木
々
に
囲
ま
れ
た

そ
の
姿
に
は
、
歴
史
を
経
て
き
た
威
厳
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
キ
ャ
ン
パ

ス
の
ほ
ぼ
中
央
、
大
銀
杏
の
北
側
に
建
つ
第
一
校
舎
は
１
９
３
７
︵
昭

和
12
︶
年
に
完
成
し
、
以
来
70
年
以
上
に
わ
た
り
、
三
田
の
中
心
的
な

校
舎
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
三
田
の
大
講
堂
︵
１
９
１
５
年
竣
工
、
１
９
４
５
年
焼
失
︶、

信
濃
町
の
予
防
医
学
校
舎
︵
１
９
２
９
年
竣
工
︶
と
病
院
別
館
︵
１
９

３
２
年
竣
工
、
取
り
壊
さ
れ
跡
地
に
3
号
館
竣
工
︶
な
ど
、
明
治
か
ら

第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
の
義
塾
の
建
築
の
多
く
は
、
曾
祢
と
中
條
の

設
計
に
よ
る
も
の
で
す
。
古
き
時
代
の
義
塾
の
建
築
物
が
醸
し
出
す
テ

イ
ス
ト
は
、
こ
の
２
人
が
作
り
上
げ
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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次
い
で
義
塾
の
建
築
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
谷
口
吉
郎
で

す
。
東
京
工
業
大
学
の
助
教
授
だ
っ
た
１
９
３
２
︵
昭
和
７
︶
年
か
ら

40
年
以
上
に
わ
た
り
、
数
多
く
の
建
築
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

谷
口
が
義
塾
の
た
め
に
最
初
に
設
計
し
た
の
は
、
１
９
３
７
︵
昭
和

12
︶
年
に
完
成
し
た
幼
稚
舎
本
館
︵
P.
６
の
写
真
︶
で
す
。
昭
和
初
期

に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
傑
作
で
、
彼
の
初
期
の
仕
事
を
代
表
す

る
重
要
な
作
品
で
す
。
そ
れ
以
降
、
校
舎
や
病
棟
、
あ
る
い
は
慶
應
義

塾
発
祥
の
地
記
念
碑
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
計
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

第
三
校
舎
（
三
田
）

　

三
田
の
第
三
校
舎
︵
四
号
館
︶
は
、
戦
後
間
も
な
い
１
９
４
９
︵
昭

和
24
︶
年
の
竣
工
。
同
じ
く
谷
口
が
設
計
し
た
学
生
ホ
ー
ル
と
と
も
に
、

こ
の
年
の
日
本
建
築
学
会
賞
作
品
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。１
９
６
７︵
昭

和
42
︶
年
に
研
究
室
棟
建
設
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
写
真

で
見
て
も
、
縦
長
の
窓
の
配
列
が
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
戦
後
の

焼
け
跡
に
新
し
い
空
気
を
吹
き
込
む
、
清
新
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。﹁
な

に
し
ろ
薄
い
オ
カ
ユ
を
す
す
り
、
木
炭
自
動
車
が
走
っ
て
い
た
時
代
だ

か
ら
、
木
材
も
ガ
ラ
ス
も
配
給
品
で
あ
る
。
そ
ん
な
建
築
資
材
の
乏
し

い
中
で
、︵
中
略
︶﹃
第
三
校
舎
﹄
と
﹃
学
生
ホ
ー
ル
﹄
が
落
成
し
た
﹂

︵
谷
口
吉
郎
著
作
集
第
３
巻
﹃
慶
應
義
塾
と
私
﹄
よ
り
︶
と
当
時
の
事

情
を
回
想
し
て
い
ま
す
。
ま
た
校
舎
の
前
庭
に
ブ
ロ
ン
ズ
の﹁
青
年
像
﹂

を
配
置
し
、
学

び
の
場
に
建
築

と
美
術
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
さ
せ
ま

し
た
。

第三校舎前庭に設置されていた
「青年像」は、菊池一雄の作品
で第 1回毎日美術賞を受賞。い
ったん姿を消しましたが、三田
キャンパス西校舎と研究室棟の
間の小広場に復活しました。

竣工当時は四号館、後に第三校舎と称する。木造 2階建てのモ
ルタル塗りで、三田キャンパスの北西部に建てられた。その南
西には、同時に建築学会賞を受賞した「学生ホール」があった。
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第三校舎
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日
吉
寄
宿
舎

　

幼
稚
舎
本
館
と
同
じ
１
９
３
７
︵
昭
和
12
︶
年
に
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

南
側
に
姿
を
現
し
た
の
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
て
、
北
・
中
・

南
の
3
棟
が
並
ぶ
日
吉
寄
宿
舎
で
す
。
各
棟
に
広
い
食
堂
と
談
話
室
が

設
け
ら
れ
、
個
室
に
は
床
暖
房
を
完
備
。
ま
た
、
別
棟
に
は
﹁
ロ
ー
マ

風
呂
﹂
の
異
名
を
持
つ
円
形
浴
場
が
あ
り
、
崖
下
の
絶
景
を
楽
し
み
な

が
ら
入
浴
で
き
ま
し
た
。
眺
望
を
考
慮
し
た
緩
い
扇
形
の
建
物
配
置
も

特
色
の
ひ
と
つ
で
、
斬
新
な
こ
の
建
築
は
、一
躍
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
モ
ダ
ン
な
寄
宿
舎
は
、
時
代
を
先
取
り
し
た

機
能
的
な
居
住
性
ゆ
え
に
、
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
１
９
４
４
︵
昭
和
19
︶
年
に
は
海
軍
の

連
合
艦
隊
司
令
部
に
接
収
さ
れ
、
上
級
将
校
の
宿
舎
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
戦
争
終
結
後
は
、
進
駐
軍
の
宿
舎
と
な
り
、
浴
場
は

ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
に
改
築
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
は
修
復
を
経
て
、

南
寮
だ
け
が
、
寄
宿
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
復
興
に
お
い
て
も
、
谷
口
の
貢
献
は
絶
大
で
し
た
。
戦
災
と
進

駐
軍
の
接
収
に
よ
る
施
設
の
不
足
は
深
刻
で
、
新
築
設
計
の
多
く
が
彼

に
任
さ
れ
ま
し
た
。
右
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
三
田
の
第
三
校
舎
を
は
じ

め
、
第
二
校
舎
︵
五
号
館
︶、
第
二
研
究
室
、
信
濃
町
の
は
号
・
ほ
号

病
棟
、
一
貫
教
育
校
で
は
普
通
部
日
吉
校
舎
、
中
等
部
校
舎
や
女
子
高

等
学
校
第
一
校
舎
な
ど
、
現
存
・
非
現
存
を
問
わ
ず
、
谷
口
が
手
が
け

た
建
築
は
全
塾
に
及
び
ま
す
。

　

前
出
の
﹃
慶
應
義
塾
と
私
﹄
に
よ
る
と
、
最
初
に
幼
稚
舎
本
館
の
設

計
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
、当
時
の
担
当
理
事
で
あ
っ
た
槇
智
雄
か
ら﹁
塾

の
建
築
に
魂
を
入
れ
て
ほ
し
い
﹂
と
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
弱
冠
28
歳
の
﹁
建
築
家
の
卵
﹂
に
懸

け
た
槇
の
慧
眼
は
、
”義
塾
建
築
“
と
も
い
う
べ
き
、
一
つ
の
カ
ラ
ー

を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日吉寄宿舎
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谷
口
の
没
後
、
彼
の
事
務
所
を
受
け
継
い
だ
の
は
子
息
で
建
築
家
の

吉
生
︵
塾
員
︶
で
す
。
国
内
で
は
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
や

葛
西
臨
海
水
族
園
、
海
外
で
は
M
o
M
A
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術

館
︶
の
増
改
築
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
手
が
け
る
な
ど
、
世
界
的
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
生
堂
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
と
東
京
国
立
博
物
館
法
隆

寺
宝
物
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
建
築
学
会
賞
作
品
賞
を
受
賞
し
、
親
子

二
代
で
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
塾
に
お
い
て
は
幼
稚
舎
新
体
育
館
︵
１
９
８
７
﹇
昭
和
62
﹈
年
竣

工
︶、
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
校
舎
︵
１
９
９
２
﹇
平
成
４
﹈
年

竣
工
︶
な
ど
、
一
貫
教
育
校
を
中
心
に
設
計
し
て
い
ま
す
。

新
館
21

　

２
０
０
２
︵
平
成
14
︶
年
に
竣
工
し
た
幼
稚
舎
の
新
館
21
も
彼
に
よ

る
作
品
で
す
。
同
校
で
は
１
９
９
９
︵
平
成
11
︶
年
の
﹁
幼
稚
舎
創
立

１
２
５
年
﹂
を
機
に
、
１
学
年
の
学
級
数
を
３
か
ら
４
に
増
や
す
な
ど

教
育
体
制
の
変
更
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
不
足
す
る
普
通
教
室
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
て
建
て
ら
れ
た

の
が
新
館
21
で
す
。
館
内
に
は
８
つ
の
普
通
教
室
の
ほ
か
、
舞
踊
室
や

理
科
室
、
音
楽
室
、
食
堂
な
ど
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

父
・
吉
郎
設
計
の
本
館
に
も
通
じ
る
、
明
る
く
開
放
的
な
つ
く
り
が

特
徴
で
、
周
囲
を
掘
り
下
げ
た
半
地
下
に
位
置
す
る
食
堂
は
、
天
井
が

高
く
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
緑
に
囲
ま
れ
た
気
持
ち
の
良
い
空
間
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
約
３
０
０
の
座
席
を
備
え
、
２
学
年
が
同
時
に
食
事
を
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

本
館
の
竣
工
と
吉
生
の
誕
生
は
奇
し
く
も
同
じ
１
９
３
７
︵
昭
和

12
︶
年
。
65
年
の
時
を
経
て
、
親
子
の
作
品
が
並
び
建
ち
ま
し
た
。

Yoshio Taniguchi

食堂

新体育館

本館（父・吉郎設計）

新館 21
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Fumihiko Maki

図
書
館
新
館
（
三
田
）・
日
吉
図
書
館

　

続
い
て
紹
介
す
る
の
は
、槇
文
彦
︵
特
選
塾
員
︶

に
よ
る
建
築
で
す
。
義
塾
で
は
２
つ
の
図
書
館
を

手
が
け
て
い
ま
す
。

　

三
田
の
図
書
館
新
館
は
１
９
８
１
︵
昭
和
56
︶

年
に
竣
工
。
地
上
７
階
地
下
３
階
５
層
建
て
、
収

蔵
能
力
は
１
１
５
万
冊
に
達
し
ま
す
。
そ
の
外
観

に
は
、
旧
館
の
八
角
塔
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
意
匠
が

取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
義
塾
の
重
要
建
築
に
対

す
る
敬
意
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
日
吉
図
書
館
で
、１
９
８
５︵
昭

和
60
︶
年
に
竣
工
。
地
上
４
階
地
下
１
階
建
て
で
、

設
計
時
の
収
蔵
能
力
は
41
万
２
０
０
０
冊
で
す
。

竣
工
後
に
﹁
図
書
館
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
空
間

体
験
が
、
あ
る
種
の
旅
を
想
起
さ
せ
る
﹂︵﹃
新
建

築
﹄
60
巻
６
号
／
１
９
８
５
年
︶
と
語
っ
た
槇
は
、

そ
の
印
象
を
デ
ザ
イ
ン
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

玄
関
ス
ロ
ー
プ
を
桟
橋
、
吹
き
抜
け
と
階
段
ま
わ

り
を
甲
板
に
見
立
て
る
な
ど
、
船
の
イ
メ
ー
ジ
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
塾
生
を
乗
せ

て
”知
の
大
海
“
を
ゆ
く
船
と
、
図
書
館
を
重
ね

合
わ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
、湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
︵
S
F
C
︶

の
開
設
に
も
携
わ
り
、
個
々
の
校
舎
の
設
計
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
手
が
け
ま
し
た
。

　「
慶
應
義
塾
の
建
築
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
一
貫
教
育
校
を
含
む
塾
内
建
築

に
つ
い
て
、
記
録
資
料
を
作
成
・
保
存

し
、
そ
の
記
憶
を
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
す
る

こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

創
立
1
5
0
年
を
迎
え
て
、
新
規
建
築

事
業
に
伴
う
既
存
建
築
の
解
体
が
始
ま

っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
ア
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
が
所
管
す
る
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
・

ア
ー
カ
イ
ヴ
の
ブ
ラ
ン
チ
と
し
て
立
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
建
築
資
料
の
蓄
積
や
ア
ー
カ
イ
ヴ
化

は
建
築
家
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

専
ら
で
す
が
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

学
校
と
い
う
場
の
記
憶
を
ア
ー
カ
イ
ヴ

化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
「
ユ
ー
ザ
ー

マ
イ
ン
ド
の
建
築
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
を
標

榜
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
建
築
を
設

計
し
た
側
よ
り
も
、
む
し
ろ
建
築
を
使

用
し
、
そ
こ
を
生
活
の
場
と
す
る
側
の

視
点
を
含
ん
だ
記
録
化
を
試
み
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。活
動
内
容
と
し
て
は
、

調
査
、撮
影
等
を
は
じ
め
と
し
た
資
料

作
成
・
蓄
積
を
行
い
、
さ
ら
に
展
覧
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、見
学
会
、ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、報
告
書
出
版
な
ど
に
よ
る
発
信

と
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
教
授
　
渡
部
葉
子

”場
の
記
憶
“を

ア
ー
カ
イ
ヴ
化
す
る

﹁
慶
應
義
塾
の
建
築
﹂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日吉図書館



8塾  WINTER 2014 NO.281

　

締
め
く
く
り
に
、
最
近
の
建
築
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
最
新
技
術

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
学
び
舎
で
あ
る
義
塾
の
建
築
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
﹁
安
全
﹂、
そ
し
て
﹁
環
境
﹂﹁
省
エ
ネ
﹂
で
す
。

■
免
震
構
造　
三
田
の
南
校
舎
な
ど
、
全
塾
の
う
ち
７
棟
で
採
用
。
新

築
に
際
し
て
は
、
建
物
の
用
途
や
周
辺
建
築
と
の
干
渉
状
況
な
ど
に
よ

り
採
否
を
判
断
し
ま
す
。
免
震
構
造
で
な
い
校
舎
で
も
、
も
ち
ろ
ん
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン　
ガ
ス
発
電
の
熱
を
、
空
調
や
給
湯
に
利

用
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
。
災
害
時
に
停
電
し
て
も
、
ガ
ス
さ

え
供
給
さ
れ
て
い
れ
ば
発
電
が
可
能
で
す
。
日
吉
の
協
生
館
、
信
濃
町

の
総
合
医
科
学
研
究
棟
、
S
F
C
の
Ａア
ル
フ
ァ館
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
太
陽
光
発
電　
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
発
電
量
を
考
え
る
と
経
済
性

は
必
ず
し
も
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
環
境
負
荷
軽
減
と
い
う
点
で
社
会

的
に
意
義
の
大
き
い
設
備
で
す
。
幼
稚
舎
や
横
浜
初
等
部
、
日
吉
の
来

往
舎
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ア
ト
リ
ウ
ム　
ガ
ラ
ス
な
ど
の
光
を
通
す
素
材
で
覆
わ
れ
た
大
き
な

空
間
の
こ
と
。
日
吉
の
独
立
館
や
来
往
舎
で
は
、広
い
共
用
部
︵
廊
下
・

階
段
な
ど
︶
を
吹
き
抜
け
の
半
屋
内
空
間
に
し
て
、
太
陽
光
、
通
風
な

ど
の
自
然
の
力
を
利
用
し
な
が
ら
明
る
さ
や
快
適
さ
を
保
ち
、
照
明
や

空
調
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。。

■
廃
材
の
建
材
再
利
用 

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、廃
材
の
再
利
用
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
独
立
館
で
は
解
体
工
事
で
生
じ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
瓦が

礫れ
き

の
一
部
を
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
、
建
材
と
し
て
再
利
用
し
て
い
る
他
、

来
往
舎
で
は
基
礎
工
事
で
掘
り
返
し
た
土
砂
を
床
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
素

材
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
産
業
廃
棄
物
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

建
て
ら
れ
た
時
代
や
設
計
者
に
よ
り
特
徴
の
異
な
る
各
キ
ャ
ン
パ
ス

の
建
築
で
す
が
、
た
と
え
ば
日
吉
の
建
築
群
が
、
白
と
ア
ー
ス
カ
ラ
ー

で
統
一
さ
れ
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
時
代
を
超
え
て
義
塾
ら
し
さ
が
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

南校舎（三田）

独立館（日吉）
アトリウム

来往舎（日吉）
土砂を再利用した床

独立館 外構
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研
究
室
で
の
テ
ー
マ
は
、
生
命
化
建
築

　

慶
應
義
塾
大
学
に
は
、
建
築
学
科
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
理
工

学
部
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
︵
Ｓ
Ｄ
︶
で
は
、
建
築
を
志
す
塾
生

が
多
数
学
ん
で
い
ま
す
。
必
要
な
単
位
を
取
得
し
、
卒
業
後
に
所
定
の

実
務
経
験
を
積
む
と
一
級
建
築
士
試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

掛か
け

史ふ
み

佳か

君
は
、
Ｓ
Ｄ
の
4
年
生
。
三み

田た

彰あ
き
ら

教
授
の
研
究
室
に
所
属
し
、

修
士
課
程
へ
の
進
学
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
﹁
研
究
室
で
は
、
生
命
化
建
築
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
建
築
の
生
命
化
っ
て
何
？
と
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
が
、
生
き
物
が
環
境
の
変
化
に
適
応
し

て
よ
り
快
適
さ
を
目
指
す
よ
う
に
、
建
築
も
環
境

に
適
応
し
て
快
適
さ
や
安
全
を
進
化
さ
せ
よ
う
と

い
う
研
究
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
い
ま
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
セ
ン
サ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ロ
ボ

ッ
ト
の
開
発
。
ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
居
住
者
に
つ
い

て
回
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
取
得
し
、
暑
け
れ

ば
信
号
を
送
っ
て
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
調
節
し
、
暗
け
れ
ば
照
明
を
つ

け
る
な
ど
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
で
、
環
境
に
対
応
す
る
快

適
な
空
間
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
目
下
、
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト

に
ど
ん
な
セ
ン
サ
ー
機
能
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
を
研
究
室
の
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
研
究
し
て
い
ま
す
﹂

入
学
後
、
い
ろ
い
ろ
な
学
び
が
建
築
を
選
ぶ
き
っ
か
け
に

　

理
工
学
部
で
は
、1
年
次
は
5
つ
の
学
門
、2
年
次
以
降
は
11
あ
る
学

科
の
い
ず
れ
か
に
籍
を
お
い
て
学
び
ま
す
。
学
門
で
幅
広
い
分
野
の
授

建
築
の
世
界
を
志
し
、理
工
学
部
で
幅
広
く
学
ぶ

業
を
受
け
な
が
ら
、2
年
へ
の
進
級
の
前
に
、よ
り
細
か
な
専
門
に
分
か

れ
る
学
科
を
決
め
ま
す
︵
進
学
可
能
な
学
科
は
、学
門
に
よ
り
異
な
る
︶。

　
﹁
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の
か
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、

1
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
び
な
が
ら
、
学
科
を

選
べ
る
の
は
助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
S
D
は
学
び
の
間
口
が
広
く
、

2
年
に
な
っ
て
か
ら
も
制
御
や
環
境
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
授
業
を
受
け
、

3
年
に
な
る
と
き
に
自
分
に
向
い
て
い
る
の
は
建
築

分
野
だ
と
思
い
定
め
ま
し
た
。
1
～
2
年
の
頃
に
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
か
じ
っ
た
経
験
は
貴
重
で
す
。

視
野
が
広
く
な
り
、
将
来
も
し
建
築
の
世
界
で
働
く

よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
も
、
問
題
を
別
の
角
度
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思

い
ま
す
﹂

　

建
築
を
学
ぶ
に
は
大
き
く
分
け
て
、構
造
、意
匠
︵
デ

ザ
イ
ン
︶、
設
備
の
３
つ
の
系
統
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
専
門
の
授
業
が
あ
り
ま
す
。

　
﹁
構
造
の
授
業
で
は
地
震
時
の
建
物
の
揺
れ
を
計
算
し
、
意
匠
で
は

戸
建
住
宅
や
集
合
住
宅
の
模
型
を
作
り
ま
し
た
。
設
備
で
は
、有
名
な

建
物
を
例
に
と
っ
て
、設
備
の
流
行
廃
り
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
授
業
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
は
空
間
を
気
持
ち
よ
く
感
じ
さ
せ
る
照
明

と
か
、よ
り
快
適
な
空
間
を
つ
く
る
た
め
の
設
備
に
興
味
が
あ
り
ま
す
﹂

　

義
塾
の
建
物
で
は
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
館
が
お
気
に
入
り
。

　
﹁
大
学
然
と
し
た
佇
ま
い
が
印
象
的
で
す
。
理
工
学
部
は
三
田
で
授

業
が
な
い
と
知
っ
た
と
き
は
、
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
し
ま
し
た
︵
笑
︶﹂

理
工
学
部　

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
４
年　

掛か
け　

史ふ
み

佳か

君
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さ
ま
ざ
ま
な
学
び
が
可
能
な
義
塾
に
お
い
て
、
建
築
を
専
攻
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
す
。

こ
こ
で
は
、
理
工
学
部
で
研
究
に
取
り
組
む
塾
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。


